
資料１ 

○ 平成29年度事業報告 

 

□ 総会・企画運営会議・利用調整会議 

 

（1）総会  

 

平成29年度総会                日時：平成29年6月17日（土）午後 2時00分～ 

 場所：和泉市コミュニティセンター 1階大集会室 

１．平成28 年度事業報告 

２．平成29 年度事業等計画 

 

 

（2）企画運営会議  

 

 第1回企画運営会議                      日時：平成29年10月4日（水）午後1時30分～ 

 場所：和泉市コミュニティセンター １階中集会室  

１．保全活動 などの報告 

２．整備計画について 

３．市道信太 5号線の計画について 

 

 

第2回企画運営会議              日時：平成30年1月27日（土）午後2時00分～ 

 場所：和泉市役所３号館 ３階市議会委員会室 

１．保全活動などの報告 

２．公園整備計画について 

３．市道信太5号線の計画について 

 

 

第3回企画運営会議                    日時：平成30年3月20日（火）午後2時00分～ 

 場所：和泉市コミュニティセンター ４階視聴覚室 

１．保全活動などの報告 

２．公園整備計画について 

３．市道信太5号線の計画について 

 



（3）利用調整会議  

  活動時間は 13：30～15：30  活動場所：信太の森ふるさと館 

［利用調整会議活動一覧表］ 

実施日 議事内容 

29. 4.22 (土) ○平成 29 年度の保全活動の実施内容について 

○市で行う間伐や抜根の作業について 

○平成 36 年の開園区域について 

29. 5.14(日) ○現地調査 

 

29. 6.4 (日) ○現地調査結果の確認 

○保全活動の成果及び今後の予定 

29. 7.9(日) ○園路や施設などの再検討 

○保全活動の成果及び今後の予定 

29. 9. 3(日) ○計画図の提示、意見交換 

○保全活動の成果及び今後の予定 

29.10. 1(日) ○計画案の詳細検討 

○保全活動の成果及び今後の予定 

29.11. 5(日) ○樹林の目標像の検討手法 

○保全活動の成果及び今後の予定 

29.12. 3(日) ○保全活動の成果及び今後の予定 

 

30. 1. 7(日) ○植生調査結果の報告、目標像について 

○保全活動の成果及び今後の予定 

30. 2.4(日) ○園路計画の確認 

○保全活動の成果及び今後の予定 

30. 3. 4(日) ○拠点施設周辺計画 

○保全活動の成果及び今後の予定 

 

 



平成 29 年度事業報告総括資料                                                                                                           ※○は総会、企画運営会議、利用調整会議でそれぞれ検討を行ったもの 

 

公園づくりの
項目 

 
平成 29 年度の概要 平成 29 年度の課題と平成 30 年度の取組の方向性 
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施設 公園整備に向けた作業：資料 2参照 

・都市計画決定資料の作成：都市計画決定に向けて必要となる公園整備計画図等の検討 

 

公園開園の考え方の整理 

□整備内容、整備スケジュールの検討。 

□開園に向けた検討。 

都市計画決定手続きをすすめる 

○    ○ 

諸施設の検討：資料 2参照 

・園路のルート、幅員、あずまや、トイレ等の施設配置の確認 

・活動拠点施設周辺の駐車場、バックヤード等の施設配置計画の検討 

公園整備計画の検討 

□都市計画決定手続きをすすめる。 

□広場、柵などの施設整備計画の検討継続。 

  ○   

植生 

（全体） 

 

 

 

（湿地） 

目標植生の検討：資料 2参照 

・現況植生調査：目標植生の検討のための、現況植生の調査、把握 

・目標とする植生像の設定：現況植生を踏まえた目標とする植生像の検討 

目標植生と保全・活用方針 

□保全活動及び利用とあわせて保全及び復元に取り組む 

□現段階の目標植生図を提示 

   ○ ○ 

湿地保全の取組に向けた現況把握（パワーポイントデータ参照） 

 

○対象となる湿地 10 箇所の確定 

○湿地の植物種の確認調査を４回実施 

○平成 22 年和泉市自然環境調査で報告された『大阪府レッドリスト 

2014』に掲載されている貴重種は上記の調査により確認済み 

○維持管理状況 

維持管理やモニタリングに向けて 

□各湿地において、①公開、②限定的な公開、③公開または限

定的な公開の検討中、を確定させリスト化。 

□現在の維持管理活動や植生調査結果を企画運営会議、総会で

オープンにする。 

＜案＞市民ボランティア、環境保全課と連携した調査体制 

□ドローン等の機器を活用した定点観測等の植生調査の実施。 

○ ○  ○  

行

動 

計

画 

 

 

 

 

 

活動 

 

 

 

 

環境保全活動：月 1 回 計 11 回実施（延べ 434 人参加）。 資料 3参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保全活動の拡大の検討 

□活動マニュアルや手引書につながる活動記録の取りまとめ。 

＜項目＞ 

・活動内容、活動時期、運営のノウハウ（1 日のスケジュール）、役

割分担、必要な機材、リーダーの役割、反省会 

 

□二次林の保全と復元に関する検討 

  ○ ○  

里 山 講

座 

 

自 然 観

察会 

 

 

 

里山講座： 5 講座 実施（講座修了生 4人）。 資料 4 参照   自然観察会 2 回実施（計 90 人参加）    資料 5 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動参加者を増やすための里山講座や自然観察会の検討 

□参加募集方法や講座受講期間の検討。 

＜例＞ 

・現状よりもゆるやかな募集要項（2 年間の受講期間など） 

□ビデオ講座などを導入し、企業など団体の受講生受け入れを検

討。 

  ○   

公民協働によ

る公園づくり

のしくみ 

総会 1 回開催 資料 1 

企画運営会議（3回開催） 

利用調整会議（11 回開催）：活動当事者の実体験に基づく協議の場 

（即地的な活動・協議を行う場） 

公園協議会の規約の見直し 

□会員資格の考え方や利用調整会議と企画運営会議の関係性

を整理。 
   ○  

利用調整会議からの発案や企画運営会議での専門的

な視点からアドバイスおよび指導により、環境保全

活動や公園整備計画に関するプランを企画し、公民

協働により、そのプランを実践した。 

目的：貴重種などの湿原性植物や湿原環境の保全 

活動概要（場所および内容） 

①及び②南西側草原エリアのネザサ刈などの草刈など 

③尾根沿い筋竹林エリアの竹林間伐 

⑤園路沿い（尾根沿いの道）におけるアカマツの枯木の伐採 

⑨園路沿い（耕作地から大野池に向かう山裾の道）のネザサ刈

などの草刈など 

⑩尾根沿い草原エリアのネザサ刈などの草刈など 

○ツルかご編み 

目的・内容：主に多様性の高い二次草原の復元を目的としたネザサ刈

などの草刈：約 4000 ㎡の面積を刈取 

・公園としての信太山丘陵市有地のテーマ･理念を共有する 

・公園づくりの基礎と安全管理を学ぶ(実践) 

・里山活動先進事例見学と活動の歩みを学ぶ（堺ふれあいの森） 

・丘陵地における植生及び自然・文化・歴史を学ぶ 

・保全活動のための湿地とふれあう際の心がけ 

・里山活動や公園づくりの楽しさを伝える手法について学ぶ 

緑の自然観察会：信太山丘陵市有地、惣ヶ池湿地周辺 

生きもの観察会～ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｳｵ卵のう調査～ 

惣ヶ池湿地周辺 

 

目的・内容：公園づくりの新規パートナーの育成（既会員のｽｷﾙｱｯﾌﾟを含む） 目的・内容：当該地の固有の自然環境や保全活動の趣旨等の啓発 


